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社章の由来

頭文字であるアルファベットの大文字で描かれている“S”の文字には、

その後に続く小文字たちを屋根のように守るというニュアンスで描かれています

上部が大きく全体を覆う様子は、文字全体を大きな屋根で守る……

すなわち、家族を守る家を表したデザインとなっています

また、人と環境に優しく、そこに“木のぬくもり”を加え、

瀬沼木材ならではの「自由な発想と想像を提供する」という想いで、

コーポレートカラーである青空色が使われています
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力強く記された社是は、平成31（2019）年4月に現在の社屋に改築が行われた受付にあります。
入口を入りカウンター越しに視線を上に向けると目に留まる位置にあります。

秋田杉をふんだんに使ったその空間は、
来客するすべてのお客様を木材独特の薫りで優しく包み込みます。

すべてのお客様の住まい造りを汗と知恵と和合と心を持って造って行く企業

大木のようにどっしりと構えてお客様の喜び感謝され地域に貢献する企業

瀬沼木材株式会社の信条とも言うべき経営姿勢が表れています。

社是に込められた想い

設立当初より使われている社章で、中央に記された
“正”の文字は、瀬沼木材株式会社設立者・正次
の“正”から取ったものです。
商売の王道を貫き、愚直までな生真面目さで仕事と
向き合う姿勢を表しています。

● 旧社章について



わたしたち瀬沼木材は、
すべてのお客様に総合的な品質と安全性を約束し、
人と環境に優しい木のぬくもりで
自由な発想と創造をご提供することを
WOODY LIFE CREATEと位置づけ、
お客様の住まいづくりに感動を提供させていただく企業です

すべてのお客様に喜び感謝され、
地元・八王子に貢献していく。
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記念品『まな板』を制作した想い
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さまざまな木材を天然乾燥させています

60年のあゆみ
年表／木材のことなら瀬沼木材～60年の歴史～
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丸太の木取りについて

活動と実績
社内イベント／施工実績（戸建 , 集合住宅 , 施設関係 , 公共施設 , 加工）

事業案内
概要／安心・安全な暮らしつくりのために「許可証」のご紹介

創業120年に向けて
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C ongr at u l at ory  A ddr e s s

創業以来、八王子の地で半世紀以上
にわたり木材商として多くの方々に愛
され育った瀬沼木材株式会社。

これまでに何度かの転機を迎えつつ、
今もなお多くの方々に支えられています。

記念品『まな板』を制作した想い
～お世話になった皆さまへ、これまで支えてくれた仲間たちへ～
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昭和 36 年、木材商として創業して 60年、林場や
製造工場の新設および整備、事業の拡大や事業形態
の変更を時代のニーズに合わせながら、今も変わらず
八王子の地で八王子の街とともにあり続けています。

▲ 杉（保管年数：7～8年） ▲ イチョウ・楠（保管年数：5年）

▲ 欅（保管年数：5年） ▲ 欅（保管年数：10年）

▲ 梁瀬杉（保管年数：購入以来10年） ▲ 杉（保管年数：20年） ▲ 欅（保管年数：45年）

▲ 欅（保管年数：30～50年） ▲ 欅（保管年数：10年） ▲ 欅（保管年数：30～50年）

さまざまな材木を天然乾燥させています
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材木は時間をかけてしっかり寝かせることで材木の中から水分が抜け、

収縮・ひねり・曲がりが発生してきます。

変形が収まった時点でそれぞれの木の性格をしっかり見極め、適材適所に使用します。

瀬沼木材ではこれだけの材木を天然乾燥で保管しています。
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特定建設業許可登録
東京都知事（特-29）第49594号

建築士事務所登録
二級 東京都知事 第15093 号

宅建免許登録
東京都知事免許（06）第071167号

産業廃棄物収物運搬業許可
東京都知事免許 第13-00-218794号

｜ 2726 ｜



瀬沼木材株式会社が現在の大楽寺町に本社屋を開設した

のは、昭和46（1971）年のことです。そのときから10年前の昭和

36（1961）年、木材商として創業がはじまりました。

それから60 年、林場や製造工場の新設および整備、事業の拡

大や事業形態の変更を時代のニーズに合わせながら、今も変わら

ず八王子の地で八王子の街とともにあり続けています。 ▲ 元八区分図（明治 22 年～昭和 31年）

｜ 2928 ｜
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　昭和36（1961）年10月、創業者である瀬沼庄太により創業しました。創業当時は造船に使われる木材を主に
取り扱っていました。創業者である瀬沼庄太は、明治33（1890）年12月29日に南多摩郡元八王子村で父・常
盤馬之助、母・エイの間に生まれました。その後、大正14（1925）年 5月、瀬沼徳次郎（現社長・曾祖父）の長女・
キチと婿養子縁組により、瀬沼家へと入籍しました。
　大正末期（大正14年）の日本は、ようやく普通選挙法が成立し、満 25 歳以上の男子だけに選挙権が与えられた
時代です。残されたデータでは、大卒サラリーマンの初任給（月給）は 50～ 60 円というものもあります。「大正
デモクラシー」、「大正ロマン」といった時代を印象付ける言葉が多く誕生した時代でもありました。
　まさに大正時代という政治や生活、文化の面においても大きな変化があった時代に、創業者である庄太は瀬
沼家へと移り性を変えたのです。
そして、常に温厚な人柄の庄太とそれを支えるキチとの間に、昭和16（1941）年9月18日、次男・正次を授か

ります。後に瀬沼木材を設立する人物です。

昭和30（1955）年に入ると、創業者である庄太は元八王子村の村長となり地域の発展に力を注ぎます。それ
までの間にも議長を務めるなど、地元民の面倒をよく見ては、村じゅうの人から絶大な信頼と期待を得てきまし
た。そのことが瀬沼庄太村長の誕生へと繋がったのです。前後しますが、昭和 29（1954）年 8 月の村長選挙で
庄太は当選します。また、庄太自身は、元来より元八王子村の八王子市への合併推進を唱え前年の昭和29年
8月29日から7日間にわたり村内十六カ所で部落座談会を開いていました。上記の通り、村長での日は浅くても
自らが陣頭指揮をとり、
他町村の先頭となって
合併を進めていくほど、
村の将来を誰よりも考
えていました。
　当時の日本経済は高
度成長期への動きが著
しく、木材需要の高ま
りはもちろん、製造業
に関しても大規模イン
フラの整備が必要とな
るまでとなっていまし
た。経済の発展に乗り
遅れまいと庄太は考え
たのかもしれません。
ただ現実問題として織
物不況を契機に、財政
難で苦しんでいた八王



▲ 元八王子村長からの返信（昭和28年9月）▲ 八王子市長から

｜3130 ｜

▲ 当時の旧元八王子村役場

八王子市長から元八王子村長への書簡 および
元八王子村長瀬沼庄太の八王子市長への返信（旧元八王子村文書）

八王子市が目指す大八王子建設の第一歩を踏み出して間もない昭和36年10月、瀬沼庄太は瀬沼木材を創業
させます。元八王子村の村長であった頃から様々な商い（炭作り、味噌作りなど）に勢力的に手を染めていたこと
もきっかけとなり、材木を主軸に取り扱う「瀬沼木材」の屋号を堂々と掲げたのです。あくまで製材加工する前の
ものを売っていたそうです。
　当時の日本は、好景気を背景に人々の暮らしは豊かさに向かって、希望と活気に溢れていました。建築資材とし
ての木材も需要は増すばかりで独立して起業する人も多かったと様々な記録に記されています。急激な経済成長
や人口増加により、日本の経済は瞬く間に世界トップクラスの先進国へ
と躍進していました。そうした中、木材業界では木材の需要と価格高
騰により、輸入による規制緩和が行われた時期でもありました。

　昭和45（1970）年には、瀬沼会を発足させます。すでにお取引のあ
る工務店や製材所、親交のある企業たちが一同に集まっての安全大会
です。60年余経った現在でも呼称こそ変わっても続いています。
昭和46（1971）年3月になり本社屋を新設することを機に、創業者・

庄太の次男である瀬沼正次が瀬沼木材有限会社を設立したのです。若
干30 歳での船出となりました。本格的に工務店や建築業者へ木材を
製材加工（製品化）するようになったのもこの時期からです。敷地内に
は設立と同時に中央林場が設立されました。
　昭和 44（1969）年には正次は恩方町辺名の名家である野崎家の道
子と結婚をし、妻に支えられ二人三脚での会社経営がまさにはじまって
いました。

子市の財政問題がありました。財政問題は
資料などが残されているため間違いないと断
言できます。元八王子村は合併なくしては村
の発展はない状況でもあり、そのことを誰よ
りも肌で感じ、村民の杞憂を人一倍気に掛け
た結果、庄太村長の積極的な働きかけによ
り、昭和 30（1955）年 3 月 28 年午後 1
時より元八王子中学校講堂において廃庁式
が執り行われ、経過報告および功労者に感
謝状の贈呈が行われるなどの式典を経て、長
きにわたる元八王子村の歴史の中で八王子
市への合併という大きな節目を迎えることに
なったのです。

　八王子市へ合併を行った元八王子村とは、その呼称のとおり八王子の地名発祥の地でもあり、地勢からみても
切っても切れない町村関係でした。また、西部ブロックの中心でもあり、各町村は元八王子村に集合しては協議
を重ねていました。そのこともあり、八王子市元八王子支所の初代支所長に庄太が就任することになります。合
併後の幾多の難問を解決するため、昭和 34 年 4月選出議員として、元八王子の代表として大楽寺町出身の市議
会議員となったのです。
　そうした中、昭和30（1955）年9月、米軍ジェット機が元八王子の民家に墜落し、5人の死者を出す事故が発生
したのです。八王子市は事故の被害者に対し、合計5万円の弔慰金を支出しました。この対応に、元八王子支所
長の庄太は「村の時だったら議会にはかり、せめて一人５万円以上の弔慰金を考えることができたのに」と、無
念の想いを吐露したという記録が「新八王子市史　近現代（下）」に残っています。それほどに村民一人ひとり
のことを想う情の厚い人物でした。

　瀬沼木材有限会社も日本経済の荒波に合わせてその業態を変革する必要がありました。
昭和45（1970）年 4 月、正次と道子の間に長女・富士子が誕生します。翌年の昭和 46（1971）5 月には、



現社長・庄次郎が誕生し、昭和 48（1973）年 8月には現専務・栄次朗が生まれます。
　正次にとっては、人生の門出に立ち、立て続けに子宝に恵まれるという励みが、仕事への意気込みや生きがい
になっていたのかもしれません。その証拠に、敷地内での林場整備に力が注がれていました。

｜3332 ｜
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①昭和 47年4月1日梶原杉の遺景／②昭和 47年 4月29日記念木の倒れる瞬間／
③輪切りの梶原杉、八王子の資料館へ寄贈／④記念木の巨大を示す
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　昭和 49（1974）年になると、第一林場および第二
林場を新設。作業効率や生産性増強、とくに販路が
大工に木材を売るなどへと変わったこともあり製材
工場の新設を行いました。
当時の木材業界全体に目を向けてみると、木材需

要のうち国産材供給量を占める割合は、製材用で40％
弱、合板用が5％弱、パルプ・チップ用で45％弱と、
全体で40％ほどに低下していました。国産材の供給
不足を補ったのが、原木を中心として木材輸入でし

た。とは言え、昭和48（1973）年には木材需要がピー

クとなっていました。同年に起こった第一次石油危機
などの影響により減少と増加を繰り返したのです。
　高度経済成長期の時世の流れに乗り、建材や住
材を取り扱うようになります。当時の残された写真
などから、木材の管理や保管の様子が色濃く感じら
れます。

4



　昭和51（1976）年5月に入ると、大規模な
林場整備が行われました。すでに設置してあ
る第一林場および第二林場では場所も狭く、
設備を導入するにもスペースがない状況となっ
たのです。近隣でも丸太一本を加工する機材
を所有していたのは、他ならない瀬沼木材だけ
だったので急務であったことは確かです。
当時、木場や橋本（相模原）から仕入れをして
きた木材を、その場で製材加工を行っていまし
た。製材加工を行う上でなんといっても敷地
面積がものをいいます。先代から事業を承継
していた正次はすぐに林場の拡張に取り掛か
りました。第三林場、第四林場、第五林場、
第六林場を新設します。さらに、第一加工場、
第二加工場、第三加工場、第四加工場、第五
加工場、第六加工場、第七加工場までの七加
工場を新設したのです。
そうした活況のなか、腕のいい大工と豊富な材
木（資材）が当時の瀬沼木材に集まったのです。
翌年、昭和52（1977）年12月には、一般建設
業許可登録『東京都都知事（般-52）第49594
号（建）』の申請を行いました。

木材の製材加工を事業の中心としつつ、建築
業、土木業へのアプローチも顕著になっている
時期でもありました。正次は、木材・資材の小
売りへの意識を持ちながら、改修工事や不動
産業への販路拡大へも積極的に乗り出していま
した。早くから木材のみを扱っているだけでは
成長はないと予見していたのかもしれません。
そうした動向に、同業他社からは強いバッシン
グを受けていました。特に、工務店や建設業
者からの反発は強かったそうです。木材店が工
務店や建設業までをやってしまうことは、当時で
は受け入れ難かった時代です。そうした中でも、
正次は先代譲りの温厚な性格と仲間想い、近
隣住民への思いやりのある人徳により、一人孤
立することはなかったのです。上手く言ってしま
えば、“賢く立ち振る舞った” ということでしょう
か。また、妻・道子夫人の明るく社交的な性格
にも随分と助けられたのではないかと、当時の
日記などからうかがい知ることができます。
　また、選挙活動や奉仕団体への活動を通
して多くの仲間にも恵まれていたことも確か
です。
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　昭和55（1980）年1月13日、夫である瀬沼木材創業者の庄太をはじめ
家族の方々が見送る中、78歳の生涯を閉じキチは永眠しました。千人を
越える会葬者が涙を流したと、当時の新聞に大きく掲載されました。葬
儀および告別式では、葬儀委員長として小山省二（全国中小企業団体中央
会長）、副委員長に田中荘治（桑錦株式会社社長）、小林多門後援会会長な
どの名が連なりました。悲報に触れた会葬者の列が、亡き故人の遺徳を
名残惜しくも長く続いていたそうです。
　その時の様子を新聞の記事には、

と記されています。

　また、同紙面には、葬儀委員長であり元衆議院議員であった小山省二の弔辞も掲載されていましたので、抜粋し
ておきます。

希望ある八王子の未来を築いている方々の粛々たる想いが一同に喪に服し、誰もが冥福を祈った一日でした。

｜3534 ｜



昭和55（1980）年 6月4日、午後8時10分。
瀬沼木材創業者・瀬沼庄太 逝去。

　昭和 55（1980）年から昭和 63（1988）年までの８年間で 10 台程の製作機および加工機を導入しました。当
時の木材産業に目を向けてみると、木材需要の減退に対して、製材業では製材品の減産と今でいう雇用調整を
余儀なくしていました。そうした中で設備投資を強行できたのには、新たな事業へのアプローチがあった結果なの
です。木材製材・加工業務だけを専門に行っていたら、まさに経営は滞っていたかもしれません。新たな事業へ
のアプローチというのは、建築業、土木業、さらにはリフォーム・改築工事や新築工事、加えて不動産業へと裾野
を広げることでした。ここでも、正次の行動力と先見の明があったのです。
以下に導入した主な設備の一部を記します。

▲ 商工日日新聞 ▲ 東京速報

▲ 3X-360：新鋼工業株式会社 ▲ 1300：東海製作所株式会社

▲ 416L：新鋼工業株式会社

｜3736 ｜
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①お客様と電話でやりとりをする道子夫人（昭和50（1980）年代）／②八王子社交
ダンス協議会などで活躍され笑顔で踊りを楽しんでいる様子 ／ ③地域交流の
行事である夏祭りにて踊り仲間との思い出
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▲ HE33 NO.935 B1：株式会社廣田帯鋸機械

▲ M型電磁歩出装置：鈴木帯鋸機械製造株式会社

▲ NG800：長瀬製作所

▲ OUSR-８：有限永和工業所

▲ SL-50：株式会社西野製作所

▲ SL-280：株式会社西野製作所

｜3938 ｜



　また、正次は筋金入りの釣り好きであったことも確かです。九州鮎釣り大会において、
大型賞に輝いた当時の記事が残されています。平成14（2002）年、茨城外房名物・平目
祭でも大型のヒラメを釣っては釣場速報に掲載されるほどの、腕前でした。
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①九州鮎釣り大会において大
型賞に瀬沼正次が輝き当時の
新聞に大々的に取り上げられた
／②八王子材木組合／③平目
祭にて吊り上げたヒラメを自慢
げに持ち上げる瀬沼正次／④
狩猟仲間と／⑤八王子法人会
／⑥消防団／⑦ナイスワシント
ン／⑧八王子いちょうライオン
ズ L 結成５周年記念

　元号が平成に変わって早々の平成 3（1991）年に、バブ
ル経済は崩壊を迎えることになります。長きに亘る平成大
不況といわれる時代がはじまりました。
　当時の木材業界においても大きな出来事が起きていまし
た。ちょうど１年前の平成2（1990）年のバブル崩壊直前、
住宅が一年間で170 万戸あまりが建築された年でもありま
す。住宅建築の材料および材木が不足し、作れば売れる
という好景気でした。いわゆる、第一次ウッドショックが
起きていたのです。翌年になると、バブル崩壊は住宅建築
の着工数に歯止を掛けます。137万戸ほどに落ち込んでし
まいます。
　一足先に不況が訪れた木材業界ではあったものの、瀬沼木材の勢いは止まりません。平成6（1994）年 3月に
宅建免許登録『東京都知事免許（06）第 071167号』の許可を受けます。社会全体が大きな苦境の波に吞み込
まれる中、何とか乗り越えながら生き残りを掛け、社長・正次を筆頭に一所懸命に不況と向き合ったのです。
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　本業の傍ら、地元経済団体への活動も勢力的に参加をし、重責を
担うことも珍しくなかった正次は、地元紙の記事に取上げられること
もありました。

平成4（1992）年4月28日（火曜日）発刊の週刊紙「東京速報」の
記事では、東京八王子いちょうライオンズクラブの次年度新役員・瀬
沼正次幹事としてその責務を委ねられたことが記事となって掲載さ
れました。
当時の記事によると、名門・行動派として大いに期待されていたこと
が明確です。ウッドショックの影響を受ける中、正次は逆境を迎え
たときこそ、本来の力を発揮する男だったのかもしれません。勢力的
に地域社会のため
の活動に参加した
のです。

後に平成7（1995）年7月から平成8（1996）年 6月までの
1年間、東京八王子いちょうライオンズクラブの会長を務め、
地域貢献及び社会貢献に尽力したことが、そのことを物語っ
ています。



　平成12（2000）年に入り早々新たな事業展開を狙い、天正建設株式会社を設立します。それと同時に、元来よ
り発足していた瀬沼会の “ 瀬 ” の頭文字と、天正建設の “ 天 ” の頭文字を合わせて、瀬天会が誕生しました。
　世間ではデフレ不況と言われる時代でしたが、そんな中でも瀬沼木材は仲間を一番に想い、業者間の安全大会
を催しては威勢よく盛り上げていったのです。
すでに多くの協力企業、お取引様より厚い信頼を得ていたこともあり、瀬天会は発足した当初から瀬沼木材には
欠かすことのできない会となり、令和3（2021）年時点で発足から21周年を迎えるまでとなっています。

　そんな中、平成16（2004）年6月には、建築士事務所登録『二級東京都知事 第 15093 号』の許可を受け着々
と企業としての質の向上に余念がなかったのです。

　さらに、ゴルフにおいても
話題の人として新聞記事に
なったこともあります。
現在の社屋入口を入ってす
ぐのカウンターには、昭
和 61（1986）年 4月8日に
GMG 八王子ゴルフ場での八
王子市議会議員皆川清和ゴ
ルフ会でホールインワンを
達成した時のゴルフ球と新
聞記事が飾られています。
当時の南7番ホールでのこと
です。

　平成17（2005）年、瀬沼木材有限会社から瀬沼木材株式会社に組織変更及び役員変更が行われました。
　正次の長男・現社長である瀬沼庄次郎が代表取締役社長となり、次男・現専務である瀬沼栄次朗が取締役専
務に就任しました。正次は、取締役会長に就任し、新事業部設立等による業務内容の拡大にともなった役員変
更は新たな顔ぶれへと経営のバトンが受け渡されたのです。
現在でも、周知のための挨拶文の原稿が当時のまま残されています。

　同年12月には、一般建設業許可登録種の追加申請を行い、業務拡大への路線は着実に成長路線に乗り、上昇
機運の一途を辿っていました。（土）、（大）、（左）、（と）、（石）、（屋）、（夕）、（鋼）、（筋）、（ほ）、（しゅ）、（板）、（ガ）、
（塗）、（防）、（内）、（絶）、（具）、（水）が追加されました。
　翌年の平成18（2006）年には、第二次ウッドショックが襲います。住宅建築の着工数は129万戸ほどが建って
いましたが、翌年には106万戸まで落ち込んでいます。そんな逆境の中、社長に就任した庄次郎は、先代が見
守る中での船出に意気込んでいました。

①八王子市議会議員皆川清和ゴルフ会での 
ホールインワン新聞記事（1986年）／ ②東京
いちょうライオンズクラブ “ 熱海・サン三橋 ”
（1993年）／ ③ナイスツアー“ ワシントン・オー
クランド・ニューヨーク ”（2000年）
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　そして盤石な経営陣を敷く中、同時期に社長である庄次郎と結婚した三枝が取締役として総務全般を取り仕切
るようになります。きっかけは、平成15（2003）年に先代である正次が脳梗塞で倒れたことにはじまります。
看病をする妻・道子もその間に数回骨折をするなど、瀬沼木材での仕事に支障がでるようになってきました。実
家で両親が酒屋（コンビニ）を経営している際、経理の全てを三枝が担っていたこともあり瀬沼木材の経理および
総務全般を任されることになったのです。
　当時を振り返ると、どんぶり勘定であったことは否めない時期もあったそうです。平成15（2003）年を節目に大
幅な財務強化が行われ、これまでとは違った着目点、つまり、財務の面での改善が図られたのです。そのことは
実に大きな果報をもたらします。建設業界で必要な申請には財務諸表の添付が必須であることが多く、経理
及び総務全般の改善がなされたことで、瀬沼木材の業務拡大とともに経営状況は大幅に改善されたと考えら
れます。

　平成18（2006）年 4月には、初のホームページが開設され、これまでにはない新たな販路拡大へのアプローチ
がこの時からはじまりました。
　翌月の5月、八王子では唯一、多摩産材を扱う登録業者となります。平成18（2006）４月からスタートした制度
にいち早く対応した格好となりました。庄次郎の底なしのバイタリティーは、仕事面では行動力の即効性と実効
性を兼ね備えたものでした。
　多摩産材認証制度とは、「東京の木多摩産材認証協議会」が多摩地域で生育し、適正に管理された森林から
生産された木材の産地を証明する制度のことで、森林保有者、素材生産業者、原木市場、製材業者に与えられる
ものです。
　同月、初の瀬沼フェアが開催されました。瀬天会が同業他社の安全大会だとすれば、瀬沼フェアは一般の方向
けの感謝祭の位置づけとなります。地域活性と交流の場として毎回盛大に開催されています。YouTube での動
画配信では、社長・庄次郎自らがマイクを握りインタビューに答えています。
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　平成の終わりが間近に迫る平成31（2019）４月、現社屋へと改築が行われました。
本社社屋のエントランスを入るとすぐ、日本三大美林の秋田スギをふんだんに使った空間に木材独特の香りが訪
れる人たちを出迎え包み込みます。
カウンター越しにすぐ目に留まるものがあります。今から10年ほど前に制定された社是です。社是には、“すべて
のお客様の住まい造りを汗と知恵と和合と心をもって造って行く企業大木のようにどっしりと構えてお客様に喜び
感謝され地域に貢献する企業” と記されています。
現在の社屋となったこの年、31年続いた平成の世は終わりを迎えたのです。

　31年に亘る平成の時代に幕が下り、令和の時代が
幕を上げた翌年。
令和2（2020）年は新型コロナウイルス感染症拡大が
この年を象徴するものとなってしまいました。そうし
た中、9月に新宿支店を開設します。行動自粛がある
中での経済活動とはいえ、瀬沼木材株式会社は攻め
の姿勢を崩していませんでした。
　緊急事態宣言が発令される中、思うようにいかな
いことの方が多くあったはずですが、瀬沼木材の社
員は誰一人下を向く社員はいませんでした。信頼と
実績のもと、常に新規案件が続くのが令和の瀬沼木
材です。
　令和 3（2021）年３月頃には、木材の大幅な供給
不足が問題視されました。価格が高騰する中、第三
次ウッドショックが起きたのです。瀬沼木材におい
ても例外ではなく、すぐさま国産木材の確保に走りま
した。そうした中、前年に延期をしていた東京五輪
2020大会が開催されます。同年９月に入るとワクチ
ン接種やマスク着用などの予防策が功を奏し、緊急
事態宣言や規制緩和が加速していきました。

　そうして迎えた 2021年、瀬沼木材株式会社は創
業から60年を迎えたのです。

平成 29（2017）年 7月16 日、先代である正次が八王子市内の病院で安らかに逝去しました。創業者・庄太
に続き、八王子の名家である瀬沼家の大黒柱として人生を歩んだ人物です。性格はまさに“我が道を進む”、きっ
ぱりとして潔かったと聞いています。趣味も多彩で、ゴルフや釣りをはじめ、狩猟や金魚の飼育、闘犬にも興味
を持っていました。
地域活動では、祭りや催し事に際しては中心人物として各方面から厚い信頼と人望を集めていました。何より、
高度成長期からバブル経済へと世間が浮足立つ中、木材供給不足と言われたウッドショックを 2 回も経験し、バ
ブル崩壊後の日本経済の苦しい状況下においても、瀬沼木材株式会社を名実ともに成長させた実力者であったこ
とは間違いありません。良い時期も苦しい時期も常に先手先手と打つ手を緩めず、我が道を貫く姿勢は、これか
らも長きに語り継がれていくでしょう。
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60 周年を迎えた現在、近い将来を見据えた瀬沼木材のあるべき姿として、
“木造ゼネコン”の展望があります。すでに木造だけでなく RC 構造や鉄筋構
造も取り扱うまでの総合建設業へと成長しました。創業時、木材商からはじ
まった瀬沼木材。取り巻く環境も60年が経った現在とは経済状況も比較に
なりません。しかし、先達の血がにじむような努力をなくして、現在の瀬沼木
材はありません。近代化が進み、当然ながら設備面でも創業当時と比べもの
にならないほど向上しています。
　ただし、現在も昔も変わらないものがあります。それは “木材へのこだわり”
です。木材にこだわり営んできた家業の根底にある “木”と共に “家族”
と“絆”、そしてコミュニティを守っていく。そのことに企業として携われること
がいかに重要で誇らしいことであるのかを常に意識しています。その結果、
アイディアは湧いて出てくるほど絶えません。
それを実現していける企業を目指し、さらには八王子の地元企業としての

信頼と実績のもと、地域の皆様に愛される瀬沼木材でありたいと切に
祈っています。その想いは、“WOODY L IFE CREATE”  人と環境に優
しい「木のぬくもり」で自由な発想と創造を提供します。これは、既存す
るパンフレットの表紙に記されている通りです。また、コロナ感染症感染拡大
の影響で開催が中止となっていました各種イベントの開催も再開していく方
向です。

家
業
の
根
底
に
あ
る「
木
」と
共
に

「
家
族
」と「
絆
」、

そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
っ
て
い
く

　さらに、今後の取組みとして一番に掲げるのは、地元八王子の “八王子産材”を使った、“瀬沼ブランド”の誕生
を目指しています。木の伐採から製材・加工までをワンストップサービスで行い、安心・安全な住まい作りとア
フターメンテナンスまでを行う。お客様にこれからもずっと寄り添っていく身近な存在でありたいと、この先へと
続く明るい未来と大いなる発展を目指し、社員が一同となり新たな第一歩を踏み出しました。

｜ 4948 ｜



丸太の木取りについて

SENUMA
COLUMN

03

木材の伐採および伐根はもとより、木材総合商社（ゼ
ネコン）としての役割を果たすまでには、先代達の大
胆な先駆的な発想と行動力が不可欠でした。これか
らの未来を、私たちは伝統の技と最新の技術を創意工
夫して築いていきます。

O u r  A c t i v i t i e s  &  A c h i e v e m e n t s

丸太から使用用途に応じて必要な部材を製材する作業のことを

「木取り」といいます。

一本の丸太からとれる木材にも様々な種類があり、

それぞれに特徴や個性を持っています。

01 土台／柱／梁

02 間柱／筋交

03 枠材

04 野地

木材の中心部、もしくは近い箇所となる部分
から切り出される部分。密度が高く非常に堅
いため、土台や柱、梁に使用されます。

壁の下地材や下地受け材となる「間柱」
や、柱と柱の間に斜めに入れて建築物や
足場の構造を補強する部材「筋交」に
使用される部分です。

開口に固定される戸、窓等の枠や開口に固定
される戸、ふすまや障子のまわりの枠や引き
戸のまわりの枠に使用される部分です。

屋根のことから転じ、屋根仕上げの下になる面のことを
「野地」と言います。

05 フロアー原板

表面は硬くもやわらかくもない中間的な硬さで、年輪が
美しく現れる部分です。
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①日々日々汗を流汗 す仲間仲間と訪れと訪 た松本た松本城 ／城 ②青②青空空

の下楽下楽しむグアムでム のゴルのゴルフシーシ ン ／ン ③ど③ こまこ

でも続で く青空と透きと透き通ったった海水が海水が印象的印象的なグアグ ム

のビーの チ ／ ④仲④仲良く向向かい合かい合って座って座る柳川る柳川川下下

りのりの様子 ／ ⑤日本と中国の建築様式様 を取り取 入れ

た首里た 城での一枚 ／ ⑥瀬沼フェェア（2011年） ⑦TDYYリモリモデルコレレクショクション201018 ／8 ／ ⑧源⑧源頼朝朝
が源氏氏再興を再興を祈願し祈願したことたことでも知でも知られるられる三嶋大三嶋大
社を訪を れるれる ／ ⑨⑨15500人が参参加した加した屋形船屋形船でのでの
食事事会会（瀬沼木（瀬沼木材の企画材の企画ツアー）アー）／ ⑩／ ⑩韓国社韓国社員旅員旅
行にて行にて遠くの遠くの的を射的を射る雄姿る雄姿 ／／ ⑪世界⑪世界文化遺文化遺産産
の構成の構成資産に資産に登録さ登録された三れた三保の松保の松原 ／原 ／ ⑫韓⑫韓国国
社員旅社員旅行（（22010100年）／年）／ ⑬台湾⑬台湾社員旅社員旅行行（（2201122年）
／／⑭ ⑭ 異文化異文化風情が風情が色濃く色濃く漂う漂う沖縄縄

Enjoy ! Senuma Lumber

　瀬沼木材では社内外において催される多彩なイベントを通して、常に身近な存在であり、皆さまに寄り添っていきたいと願っ
ています。お客さまはもとより、メーカーさま、お取引先さま、業者さま、従業員の皆さま、多くの喜びの笑顔は、何ものにも
代え難い幸福感を与えてくれるものであると考え、いつまでも第一に守って参ります。

1

2
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4

65

7

10

8
9

11 12

13 14
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Experience of Construction

▼ S様邸 新築工事

▼ A様邸
s

▼ Y様邸

▼ T様邸 改修工事

▼ S様邸 新築工事

▼ Ａ様邸 新築工事

▼ K様邸

▼  I 様邸

▼ O様邸

▼ O様邸 新築工事

邸新築工事

▼ K様邸

▼ T様邸

▼ O様邸 新築工事

▼ N様邸 リフォーム工事

▼ O様邸 新築工事

▼ N様邸

▼ 法泉寺 様 ▼ K様邸 新築工事

▼ K様邸 小屋裏収納設置工事

▼ T様邸 新築工事

▼ O様邸 新築工事

▼ K様邸 改修工事

▼ M様邸 新築工事

▼ I 様邸

戸建

▼ S様邸

瀬沼木材では、木材の材質にこだわった上品かつ上質な住居をはじめ、外観や間取りに
工夫を凝らした戸建や集合住宅、施設関係、公共施設、そして加工までを施行しております。
私たちは、これからもお客様が所有される敷地の価値を最大限に活かしたプランをご提案し
て参ります。

｜5554 ｜



▼ S様邸 新築工事

▼  I 様邸 新築工事

▼ T様邸

▼ I 様邸 リフォーム

▼ H様邸 ウッドデッキ工事

▼ 三恵建設 様 ウッドデッキ工事

▼ O様邸 新築工事

▼ T様邸 ガレージ工事

▼ M様邸 アパート新築工事

▼ ももビル 様

▼ 若駒ライフサポート 様

▼ 住まいる川口 様 ▼ とぶき 様 ブロックフェンス工事

▼ エイト 様 事務所

▼ きらきら 様▼ Ｆ学園Ｍの里 様 新築工事

▼ Ｎ工務店 様

▼ 母の手諏訪 様

▼ reem 様 ▼ 片倉共同住宅 様 新築▼ エンゼルホーム戸越 様
戸越

▼ 世田谷▼ Mスカイ 様 新築工事

集合住宅

▼ KSDクリニック 様

▼ 陽だまり 様

▼ F学園Ｈの家 様 新築工事

施設関係

▼ 箱根ヶ崎調剤薬局 様 新築工事

▼ S様邸 新築工事

▼ 武蔵野会 様 外部改修

｜5756 ｜



▼ 元八賃貸住宅 様

▼ 外壁塗装工事

▼ S小学校 様 耐震補強その他工事 ▼ 加住小学校 様 ▼ 仙行寺 様

▼ R公園改修工事

▼ E営業所 様 新築工事 ▼ T美容室 様 店舗工事

▼ 南口皮膚科 様 ▼ 氷川台 様

▼ 打越 GH 様 ▼ 天文館諏訪 様 ▼ 東屋

▼ 松木H 様 ▼ 上柚木 様 ▼ 千葉エンジニアリング 様

公共施設

▼ Sakura Town 西寺方 様

（テーブル）

▼ たまほいくえん 様

｜5958 ｜



人と環境に優しい「木のぬくもり」、創業時より受け
継がれる木材への「こだわり」。
瀬沼木材では、地球に優しい素材を厳選し、笑顔が
溢れる家づくりのため、お客様ニーズに最大限応え
る建築計画を行い毎日の豊かな暮らしを提供してい
ます。

▼ 椚田学童 様 ▼ Ｋ小学校 様 耐震補強その他工事

▼ 城山小学校 様

▼ 保育園机

▼ 山六 様 テーブル

▼ M様邸 家具 ▼ 木育キャラバン（積み木）

▼ 名所▼ チラシBOX

▼ 八王子城跡 様

▼ 北山保育所 様

▼ 山田小学校 様

▼ 北野下水 様

▼ 全国都市緑化フェア（富士森公園目隠しフェンス） ▼ 大和田市民センター 様 工事 ▼ 楢原中学校 様

▼ バインダー

▼ 八王子市役所 様 カウンター作成

加工

P r o f i l e
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人と環境に優しい
「木のぬくもり」で、
自由な発想と創造を提供します

会社名

代表

創業

資本金

所在地

連絡先

営業時間

定休日

事業内容

支店

免許番号 特定建設業許可番号　東京都知事 許可（特- 29）第49594号
建築事務所登録番号　二級 東京都知事登録 第15093号
宅建免許番号           東京都知事 (6) 71167
産業廃棄物収 運搬業許可番号　第13 -00 -218794 号

瀬沼木材株式会社

瀬沼 庄次郎

創業：昭和36（1961）年 ／ 設立：昭和48（1973）年

100,000,000 円

〒193 - 0816  東京都八王子市大楽寺町２番地

TEL：042-651-4720／ FAX：042-651-9301

8:00 ～17:00

日曜日・祝日・第２，第４土曜日

分譲住宅／注文住宅（木造・鉄筋コンクリート・寺社建築）／不動産／木材販売／リフォーム業／官庁工事／住器／
新建材販売／伐採工事／製材加工

新宿支店（〒162-0832 東京都新宿区岩戸町17 文英堂ビル 8F）

概要

建築業

木造軸組（在来）／2×4（ツーバイフォー）／社寺・仏閣建築／鉄筋コンクリー
ト（RC）／鉄骨（S）／その他の一般建築

積木収納箱／けやきを使用した曳標／多摩産材を使用した家具／モニュメントの
台座

1

木材製材・加工3

不動産業5

リフォーム・改修工事7

木材建材・住宅機器販売4

新築工事6

その他の施工・木材加工8

土木工事業

測量／造成／基礎／道路／橋梁／塗装／上下水道／その他の一般土木工事

2

｜ 6362 ｜
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安心・安全な暮らしつくりのために
「許可証」のご紹介

建築士事務所登録通知所 宅地建物取引業者免許証

特定建設業許可登録
　東京都都知事（特- 29）第49594号
建築士事務所登録
　二級 東京都知事 第15093号
宅建免許登録
　東京都知事免許（06） 第 071167号
産業廃棄物収集運搬業許可
　東京都知事 第13-00 -218794 号

5 名
2 名
1名
2 名
2 名
1名
2 名

一級建築施工管理者
二級建築施工管理者
一級土木施工管理者
二級土木施工管理者
二級建築士
一級造園施工管理者
宅地建物取引主任

特定建設業許可 産業廃棄物収集運搬業許可証



｜ 6766 ｜

創業120年に向けて ～これからの60年～

Bring HAPPINESS
̶ いつまでも変わらない“ 幸福を運ぶ材木屋 ”として在り続けたい
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̶  60 周年記念誌 ̶
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